

































































なところである｣と言 う (『サヘルに暮 ら
す』,1987)｡しかし､了氏とリョウ君は他人
同士ではない｡襲名したものとされた者は ト
コロという特別の関係になり､了氏は調査の
度に土産を携えて行き､再会を喜び合う｡
フルベでは襲名に規制が働いている｡ある
父親は､｢もしお前がわれわれフルベに敵対
的なことをするような人間であれば息子にお
前の名を付けるようなことはしない｣と語っ
たそうだ｡
｢スナップ写真｣の流行
筆者は1979年以来西ケニアのキブシギスの
人々の問で調査を続けて来たが､ついぞ トオ
ルと名付けられた男の子に出会ったことがな
かった｡ここで､読者諸兄姉ははたと膝を
打って､そうかお前の不徳が原因に違いある
まいとほくそえまれることだろう｡
期待を裏切って誠に申し訳ないのだが､文
化の違いが原因なのだ｡キブシギスを初めと
するカレンジン語系の諸民族では､存命中の
人物の名前を赤ん坊に与えると､その人の魂
が抜け出して赤ん坊の身体に入るので､その
人物が死ぬと考える｡だから､それは禁忌で
ある以上に恐ろしい罪を犯すことである｡
ブクス人などルイヤ諸民族やグシイ人の問
には､異民族であるキクユ出身のケニア初代
大統領ケニヤッタばかりかアメリカ大統領ケ
ネディの名を子供に与えた親さえ数多い｡し
かし､自民族出身である二代目大統領モイの
名前をまさかわが子に与えるなど､カレンジ
ンの親たちは夢想だに出来ないのだ｡
ところが､1993年には､筆者は トオルと名
付けられたキブシギス人の子供たちに幾人も
出会って肝を潰した｡読者諸兄姉は再び合点
されたかも知れない｡彼らの親たちは､｢敵
対的｣な筆者の ｢暗殺｣を企んだのだ､と｡
いやいや､ トオルは非公式な愛称なのだと
言 う｡｢スナップ写真｣文化が徐々にキブシ
ギスに入り込んで来ようとしているのだ｡
｢オナラ｣という名はあるか
ところで､小川了氏はフルベ人の面白い伝
承を記録している｡
アフリカでは､ほとんど例外なく､どの民
族も放屈を厳重に忌避する慣行を持っている｡
フルベでも､一発の放尻が命取りになる｡
村人の面前で取り外 したある老人は､恥ず
かしさの余りそのまま出奔 した｡七年の後､
老人は懐かしさにかられて村に近づくと､あ
る小屋から子供たちの声が聞こえて来た｡
｢ほら､ずっと前､あのじいさんがおならを
した年だよ｣｡老人は二度と村に近づ くこと
はなかった｡(｢フルベの 『恥を知る』文化｣､
米山俊直編 『アフリカ人間読本』,1987)0
フルベでは､一発の放尻は歴史の重要な言
及指標にもなる大事件なのである｡もし､赤
ん坊の名前が正 しく ｢歴史文書｣として意図
されているのなら､｢オナラ｣という名が
あってもよさそうだが､どうだろう｡
なるほど無文字社会の命名は ｢歴史文書｣
に似てもいよう｡でも､｢スナップ写真｣の
比晴がもっとエレガントだと思う｡筆者は､
ワグナーの穏やかで冷静な洞察を尊重する｡
(こんま とおる 神奈川大学)
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